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ࣗओݯࡒ
30.0%

ґଘݯࡒ
70.0%

⏫⛯

11億958万1千円

17.0%

繰ධ金

4億4,562万1千円

6.8%
諸཰ධ

1億8,630万4千円

2.8%

繰㉺金

1億7,386万2千円

2.7%

౑⏝ᩱ・ᡭᩘᩱ䛺䛹

3,539万円

0.5%

ศᢸ金・㈇ᢸ金

1,047万7千円

0.2%
ᆅ᪉஺付⛯

24億2,870万1千円

37.1%

ᅜᗜ支出金

7億4,162万6千円

11.3%

⏫債

6億1,490万円

9.4%

ᆅ᪉消費⛯஺付金

2億3,629万1千円

3.6%

ᆅ᪉ㆡ୚⛯

8,362万1千円

1.3%

その他の஺付金

3,837万5千円

0.6%

┴支出金

4億3,830万3千円

6.7%

一般会計 平成27年度

決
算
報
告

歳入
65億 4,305万 2千円

額は、前年度よりࢉ入ܾࡀ　 2ԯ 8
876 ສ 4ઍԁ（前年度
ൺ 4�6ˋ）૿Ճしました。ओなཁҼとしてはொ܁、࠴越金
の૿が͛ڍられます。
　ࣗओݯࡒは前年度より 833 ສ 2ઍԁݮগし、ࡀ入全ମに
઎めるׂ߹は 30�0ˋとなりました。

納 税 ֹ
ࡀ 出 ֹ
ஷ金（ج金）
आ金（町࠴）

79,295 円
442,193 円
147,003 円
535,528 円

ʜʜ
ʜʜ
ʜʜ
ʜʜ

ொຽҰਓ͋ͨΓͰ͑ߟΔͱʜ

˞ )28.3.31 ޱの階上町のਓࡏݱ
　 13,993 ਓで割ってࢉܭ
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町債残高の推移（一般会計ベース）

　ொߴ࢒࠴はआ入額の཈੍に౒めてきたため、ݮগ޲܏がଓいています。ج金ߴ࢒につい
ては、事ྃ׬ۀに൐い東日本大਒ࡂ෮ڵ交付金ج金を全額औり่したためݮ額しています。
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出資・貸付金

2,962万円

0.5%

維持補修費

億792万円1
1.7%

扶助費

億8,753万円9
16.0%

積立金

億 万 千円

4.4%
2 7,121 9

補助費等

億6 1,625 4千円万

10.0%

繰出金

億1,227 千円

11.5%
7 万9

その他の経費

42.5%

義務的経費

41.6% 公債費

億416 2千円

13.0%
8 万

人件費

7 8,223億 万 千円8
12.6%

投資的経費

15.9%

普通建設事業費

千円

15.9%
9 8,321万2億

物件費

9,117万 千円

14.4%
8 2億

災害復旧事業費

199万
0.0%

9千円

性質別

災害復旧費

199万9千円

0.0%

商工費

3,796万9千円

0.6%

議会費

9,508万円

1.5%

消防費

5,354万2千円

0.9%

諸支出金

2億7,121万8千円

4.4%

農林水産業費

2億9,386万
4.7%

7千円

衛生費

3億8,764 7千円

6.3%
万

土木費

7億6,245万1千円

12.3%

公債費

8億416万2千円

13.0%
教育費

8億6,990万円

14.1%

総務費

11億5,050万2千円

18.6%

民生費

14億5,926万8千円

23.6%

目的別

性質別に見ると

歳出 61億 8,760万 5千円
額は、前年度よりࢉ出ܾࡀ　 2ԯ 2
717 ສ 8ઍԁ（前年度
ൺ 3�8ˋ）૿Ճしました。ओなཁҼとしては、道仏ίϛϡ
χςΟηϯλー（Ծশ）整උ޻事、大蛇஍۠෮ڵආ೉࿏整
උ事ۀによる૿などが͛ڍられます。
　໨తผにみると、民ੜඅ、૯務අ、ڭҭඅのॱでࡀ出額
がଟく、これらだけで૯額の൒෼Ҏ্を઎めていることが
Θかります。

主な事業

　町には̑つの特ผ会ܭがあります。町のجຊతな経費を経ཧしているҰൠ会ܭに対して、特ผ会ܭは特定の事
業に܎る経費をҰൠ会ܭとは۠ผして経ཧしています。

　ಛผ会ܭの全ମのࡀ出ܾࢉ額
は、前年度より 3ԯ 6
437 ສ 8
ઍԁ૿Ճしました。
　ओなཁҼとして、国民݈߁保
険ಛผ会ܭにおけるڞ同事ڌۀ
出金ٴͼެڞԼਫ道整උ事ۀඅ
の૿などが͛ڍられます。

会計別

歳出合計額

国民健康保険特別会計

漁業集落排水事業特別会計

介護保険特別会計

公共下水道事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

決算額

   36 億 8,684 万 2 千円

歳入 20 億 6,661 万 9 千円
歳出 20 億 1,761 万 6 千円
歳入 3,845 万 6 千円
歳出 3,783 万 4 千円
歳入 12 億 2,431 万 6 千円
歳出 12 億 1,059 万 6 千円
歳入 3 億 2,589 万 6 千円
歳出 3 億 2,247 万 8 千円
歳入 9,887 万 3 千円
歳出 9,831 万 8 千円

前年比
10.5％
14.5％
△  6.4％
△  6.6％
4.7％
4.1％
23.5％
23.5％
1.9％
2.0％

ຽɹɹੜɹɹඅ ૯ɹɹ຿ɹɹඅ
子どものための教育・保育څ付費 3 ԯ 8,056 ສ円 八戸地Ҭ広Ҭ市町ଜݍ事務૊合ෛ୲金 2 ԯ 9,602 ສ円
ԉ事業費ࢧཱࣗ 2 ԯ 4,435 ສ円 ிࣷ 1 階վम事業（܁ӽ໌ڐ費） 8,768 ສ円
ಐ手当ࣇ 1 ԯ 9,906 ສ円 ிࣷ内電ٴثػࢉびγスςム、ωットϫーΫ؅ཧ費 4,893 ສ円

ɹɹҭɹɹඅڭ ౔ɹɹ໦ɹɹඅ
道仏ίϛϡχςΟセンター（Ծশ）੔උ事業 3 ԯ 348 ສ円 大ऄ地۠෮興ආ೉࿏੔උ事業（܁ӽ໌ڐ費） 1 ԯ 8,041 ສ円
食センター業務委ୗ料څ 5,472 ສ円 道࿏ҡ持工事 5,706 ສ円
঑学ࢿ金 2,784 ສ円 আઇ作業委ୗ料 4,486 ສ円

Ӵɹɹੜɹɹඅ 　 　 　 　 　 　 　 　   ೶ྛਫۀ࢈අ
༧防઀छ委ୗ料 2,740 ສ円 八戸平ݪ地۠ࠃ営土地վྑ事業ෛ୲金 4,579 ສ円
住民ݕ਍委ୗ料 2,672 ສ円 下・土ંઢ林道վྑ工事ࣉ 2,295 ສ円
ごみ収集ٴびॲཧ委ୗ料 2,385 ສ円 階上地۠水産物جڅڙ൫ػೳ保શ工事（܁ӽ໌ڐ費） 1,805 ສ円

消ɹɹ防ɹɹඅ
Ԋ؛地۠௡೾ආ೉؃൘等੔උ工事 2,277 ສ円

特別会計
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ʲ໰ʳ૯߹੓ࡦ՝　ࡒ੓άϧʔϓ　☎ 88-�8��詳しくは町ホームページをご覧ください。

ฏ੒ ��೥౓ܾࢉ 健全化判断比率と資金不足比率を公表します
　ʮ஍ํެஂڞମのࡒ੓の݈全Խにؔする๏཯ʯにͮجき、ຖ年度ʮ݈全Խ൑அൺ཰ʯおよͼʮࢿ金ෆ଍ൺ཰ʯに
ついて、ொ؂ࠪҕһの৹ࠪを受け、そのҙݟをつけてொٞ会にใ告し、ொ民のօさんに΋ެදすることが義務付
けられています。

　平੒ 27年度ܾࢉにͮجきࢉ定された、֊্ொのʮ݈全Խ൑அൺ཰ʯとʮࢿ金ෆ଍ൺ཰ʯはԼදのとおり全てج
४をԼճりました。

　݈全Խ൑அൺ཰やࢿ金ෆ଍ൺ཰が֤ج४を௒͑、ʮૣ݈ظ全Խஂମʯʮࡒ੓࠶ੜஂମʯʮܦӦ݈全Խஂମʯになる
と、ࡒ੓ӡӦの݈全Խをਤるためのܭըࡦ定や֎部؂ࠪの࣮ࢪ、国やݝが必ཁにԠじて֊্ொにק告をߦうなど、
さま͟まな੍໿を受けることになります。

˙݈શԽ൑அൺ཰ ෆ଍ൺ཰ۚࢿ˙

ඪ۠分ࢦ 階上町
定数஋ࢉ

早ظ健શԽ
४ج

財政
४ج生࠶

実 ࣭ ੺ 字 比 ཰ ʵ˞ 1 （15.00ˋ） （20.00ˋ）

連݁実࣭੺字比཰ ʵ˞ 1 （20.00ˋ） （30.00ˋ）

実 ࣭ ެ ࠴ 費 比 ཰ 11.8ˋ （25.0ˋ） （35.0ˋ）

ক དྷ ෛ ୲ 比 ཰ 75.1ˋ （350.0ˋ）

会۠ܭ分 階上町ࢉ定数஋ 経営健શԽج४

下水道ڞެ
事業特ผ会ܭ ʵ˞ 2 （20.00ˋ）

漁業集མഉ水
事業特ผ会ܭ ʵ˞ 2 （20.00ˋ）

˞ 1 実࣭੺字ֹおよび連݁実࣭੺字ֹがない͜とをදしています。

˞ 。金ෆ଍が発生していない͜とをදしていますࢿ 2

階上町の健全化判断比率と資金不足比率

財政の健全度を判断する指標について

実 ࣭ ੺ 字 比 ཰

連݁実࣭੺字比཰

実 ࣭ ެ ࠴ 費 比 ཰

ক དྷ ෛ ୲ 比 ཰

ࢿ 金 ෆ ଍ 比 ཰

֊上町のී௨ձܭの੺ࣈのఔ度を指ඪԽしたもので、੺ֹࣈがないためʮʵʯでදしてい
ます。
֊上町の全てのձܭのࣈࠇや੺ࣈを合ܭして、֊上町全ձܭの੺ࣈのఔ度を指ඪԽしたも
ので、੺ֹࣈがないためʮʵʯでදしています。
֊上町のその೥のआ金ฦֹࡁもしくはआ金に४ずるもののࢧ෷ֹを合ܭして、֊上町のී
௨ձܭのෛ୲のఔ度を指ඪԽしたもので、ฏ੒ �� ೥度から 1�� ϙΠϯトվળしています。
֊上町のී௨ձܭのआ金ߴ࢒やಛ別ձܭ等のआ入金ߴ࢒にରするޙࠓのී௨ձܭのෛ୲見
込ֹなどを合ܭして、֊上町のී௨ձܭに͓いてকདྷෛ୲するՄೳੑのあるֹのେ͖さを
指ඪԽしたもので、ฏ੒ �� ೥度から ��� ϙΠϯトվળしています。
ެӦۀاձܭのࢿ金ෆ଍を、ྉ金収入のن໛とൺֱして指ඪԽしたもので、ࢿ金ෆ଍がൃ
ੜしていないためʮʵʯでදしています。

各指標の判断基準

早期健全化基準（イエローライン） 財政再生基準（レッドライン） 

財政再生団体 
早期健全化団体 健全団体 

実 質 赤 字 比 率  

連結実質赤字比率 

実 質 公 債 比 率  

将 来 負 担 比 率  

健全財政 財政悪化 

資 金 不 足 比 率  健全団体 経営健全化団体 

経営健全化基準 

20％ 

15％ 

20％ 

25％ 

350％ 

20％ 

30％ 

35％ 
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͸し͔Έ )ot� χϡʔε

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
９
月
５
日

に
道
෹
中
学
ߍ
で
避
難
所
ӡ
営
訓

練
が
開
催
さ
れ
、
同
ߍ
生
ె
と
஍

域
住
民
約
１
２
０
人
が
参
加
。
災

害
時
に
お
け
る
ଟ
様
性
に
഑
ྀ
し

た
避
難
所
に
つ
い
て
、
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

　

避
難
所
ӡ
営
訓
練
で
は
、
要
援

護
者
・
ঁ
性
഑
ྀ
ス
ϖ
ー
ス
൝
や

総
務
・
情
報
൝
な
ど
４
つ
の
൝
に

分
か
れ
、
ஈ
Ϙ
ー
ル
や
体
ҭ
館
に

あ
る
୎
ٿ
台
を
使
い
ۭ
間
ͮ
く
り

を
行
っ
た
り
、
ΰ
ϛ
ࣺ
て
な
ど
の

ル
ー
ル
を
話
し
合
い
、
ܝ
示
൘
に

情
報
を
ு
り
出
し
た
り
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
Ծ
設
ト
イ
レ
に

つ
い
て
ά
ル
ー
プ
で
意
見
交
׵
を

行
い
、
உ
ঁ
ൺ
や
໷
間
の
র
明
に

つ
い
て
次
々
に
気
付
い
た
こ
と
を

発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

訓
練
終
ྃ
後
、
生
ె
は
「
ڈ
年

の
復
習
が
で
き
た
し
、
新
し
い
こ

と
も
学
΂
た
。
今
日
の
こ
と
を
๨

れ
ず
災
害
時
に
は
す
ぐ
に
実
ફ
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
、
２
回

目
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
頼

も
し
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

ớ
ࣸ
ਅ
Ờ
地
Ҭ
住
民
と
ڠ
ྗ
し
な
が
ら
ۭ

ؒ
ͮ
͘
り
や
ϧ
ồ
ϧ
の
࿩
し
合

い
Λ
ߦ
͏
ੜ
ె
ら

避
難
所
に
つ
い
て
「
知
る
」「
考
え
る
」「
体
験
す
る
」

道
仏
中
で
避
難
所
運
営
訓
練
開
催

連
携
強
化
で
階
上
町
の
防
災
力
Ｕ
Ｐ
！

階
上
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

　

９
月
３
日
、
町
は
中
ԝ
体
ҭ
館

お
よ
び
フ
ォ
レ
ス
ト
ϐ
ア
階
上
前

駐
車
場
を
会
場
に
、
階
上
町
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
以
降
、
自

主
防
災
組
৫
を
主
体
と
し
た
訓
練

を
ਪ
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
23
年

度
以
来
５
年
Ϳ
り
に
開
催
し
た
も

の
で
す
。
訓
練
に
は
町
職
員
の
΄

か
、
自
主
防
災
組
৫
、
ঁ
性
消
防

ク
ラ
ブ
、
連
合
්
人
会
、
消
防
ஂ
、

階
上
分
ॺ
、
八
戸
圏
域
水
道
企
業

ஂ
、
஍
۠
住
民
な
ど
約
１
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
有
事
に
備
え
る
心
構

え
を
持
つ
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら

訓
練
を
重
ね
コ
ϛ
ỿ
χ
ケ
ー
γ
ἀ

ン
を
と
る
こ
と
の
大
੾
さ
と
֤
ஂ

体
と
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
学
び
、
防
災
意
識
を
ߴ
め

ま
し
た
。

ớ
ࣸ
ਅ
ࠨ
্
Ờ
ٹ
ٸ
ୂ
と
υ
Ϋ
λ
ồ
ϔ
Ϧ

の
࿈
ܞ
܇
࿅
ޙ
の
υ
Ϋ
λ
ồ
ϔ

Ϧ
ݟ
学
会

ớ
ࣸ
ਅ
ࠨ
中
Ờ
֊
্
分
ॺ
に
Α
る
ੜ
き
ຒ

め
車
྆
の
ٹ
助
ٹ
出
܇
࿅

ớ
ࣸ
ਅ
ӈ
Լ
Ờ
ീ
ށ
ݍ
Ҭ
水
道
企
業
団
に

Α
る
給
水
܇
࿅

ớ
ࣸ
ਅ
中
Լ
Ờ
自
ओ
๷
ࡂ
૊
৫
・
࿈
合
්

人
会
・
ঁ
ੑ
消
๷
Ϋ
ϥ
ϒ
に
Α

る
ਬ
き
出
し
܇
࿅

ớ
ࣸ
ਅ
ࠨ
Լ
Ờ
消
๷
団
・
֊
্
分
ॺ
に
Α

る
Ұ
੪
์
水
܇
࿅
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͸し͔Έ )ot� χϡʔε　
第
24
回
青
森
県
民
Ӻ
఻
ڝ
૸
大

会
が
９
月
４
日
、
青
森
市
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
県
観
ޫ
෺
࢈
館
「
ア
ス

パ
Ϝ
」
前
か
ら
、
県
総
合
ӡ
動
公

Ԃ
陸
上
ڝ
技
場
ま
で
の
８
۠
間

33
・
８
ᶳ
で
実
施
。
県
内
40
市
町

村
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

当
町
の
݁
Ռ
は
１
時
間
55
分
13

ඵ
で
、
町
の
部
５
Ґ
、
総
合
の
部

13
Ґ
で
し
た
。
選
手
た
ち
は
沿
道

か
ら
大
き
な
੠
援
を
受
け
な
が
ら

ݒ
命
に
た
す
き
を
つ
な
͗
ま
し
た
。 　

֤
۠
間
の
݁
Ռ
は
次
の
と
お
り

で
す
。

ớ
ࣸ
ਅ
Ờ
ୈ
̏
中
ܧ
所
Ͱ
た
す
き
Λ
ͭ
な

い
ͩ
Ն
ງ
大
ً
さ
ん
ớ
ࠨ
Ờ
と

ߴ
԰
ෑ
光
ੜ
さ
ん
ớ
ӈ
Ờ

　

初
ࣳ
෋
田
ྛ
ߴ
ߍ
（
大
ࡕ
෎
）

の
生
ె
約
３
２
０
人
が
農
業
体
験

修
学
ཱྀ
行
で
県
ೆ
஍
域
を
訪
れ
ま

し
た
。
同
ߍ
は
平
成
６
年
か
ら

三
八
஍
域
へ
の
訪
問
を
続
け
て
お

り
、
今
年
で
20
प
年
を
迎
え
ま
し

た
。
અ
目
の
年
を
迎
え
た
こ
と
を

ه
೦
し
、
ೆ
部
町
な
ど
で
生
ె
や

受
入
農
家
が
「
ཅ
ޫ
ࡩ
」
の
බ
木

の
২
थ
を
実
施
。
末
Ӭ
い
݁
び
つ

き
を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。

　

生
ె
は
４
人
か
ら
６
人
の
൝
に

分
か
れ
、
そ
の
う
ち
15
人
が
階
上

町
内
の
農
家
へ
଺
在
。
９
月
２
日

か
ら
４
日
ま
で
の
２
ധ
３
日
の
行

程
で
じ
Ỵ
が
い
も
۷
り
な
ど
の
農

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
行
わ
れ
た
཭
村
ࣜ
で

　

９
月
11
日
、
第
52
回
階
上
町
民

大
ӡ
動
会
が
階
上
中
学
ߍ
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

߃
例
の
「
重
量
Φ
ー
ό
ー
は
だ

め
よ
」
や
「
デ
カ
パ
ン
レ
ー
ス
」、

「
４
人
に
஛
๮
」
な
ど
数
々
の
ڝ

技
が
行
わ
れ
、
ਅ
݋
な
ま
な
͟
し

の
選
手
に
、
֤
支
部
か
ら
೤
い
੠

援
が
ૹ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
も
༮
ࣇ
レ
ー
ス「
お

土
࢈
ど
う
ͧ
」
や
小
学
生
以
上
が

参
加
の
支
部
対
߅
に
よ
る
「
ਅ
݋

ス
イ
カ
ׂ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
ె
ら
は
「
農
業
の
大
ม
さ
を
理

解
で
き
た
」「
食
΂
෺
が
お
い
し

か
っ
た
」
な
ど
と
話
し
て
お
り
、

農
業
を
通
じ
て
食
の
大
੾
さ
や
心

と
心
の
;
れ
あ
い
を
学
ん
だ
生
ె

ら
は
、
স
إ
と
ྦ
で
手
を
振
り
、

次
の
行
程
に
向
か
い
ま
し
た
。

ớ
ࣸ
ਅ
Ờ
೶
業
体
ݧ
Ͱ
೶
業
や
৯
の
大
੾

さ
Λ
学
ん
ͩ
ੜ
ె
ら

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
優
勝
を
目
指
し
て　
第
52
回
階
上
町
民
大
運
動
会

۠ 定બ手ࢦ ཭ڑ 名ࢯ タイム
1 உ子 ( 校生以上ߴ ) 4.6km ଜӽ　　ᔨ 14 分 59 ඵ
2 உ子 ( 中学生 ) 3.8km Ժ๎　　ࡔ 13 分 39 ඵ
3 உ子 ( 校生以上ߴ ) 4.6km Նງ　大ً 15 分 45 ඵ
4 உ子 ( 校生以上ߴ ) 6.1km 屋ෑ光生ߴ 17 分 32 ඵ
5 ঁ子 ( 中学生 ) 2.5km ׎ເ　　ࡗ 9 分 44 ඵ
6 உ子 ( 校生以上ߴ ) 5.2km Նງ　୓ւ 17 分 05 ඵ
7 ঁ子 ( 中学生以上 ) 3.2km ᖛӜ　ѪՂ 12 分 52 ඵ
8 உ子 ( 中学生 ) 3.8km ཌྷ　　౻ࠤ 13 分 37 ඵ

୭
で
も
ָ
し
め
る
レ
ク
リ
Τ
ー

γ
ἀ
ン
ڝ
技
の
開
催
に
、
参
加
者

ら
は
満
面
の
স
み
で
ָ
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

݁
Ռ
は
、
ν
ー
Ϝ
ワ
ー
ク
を
発

ش
し
た
小
स
渡
支
部
が
、
உ
子
の

部
お
よ
び
ঁ
子
の
部
の
そ
れ
ͧ
れ

で
１
Ґ
を
֫
得
。
６
年
Ϳ
り
４
回

目
の
総
合
༏
উ
を
Ռ
た
し
ま
し
た
。

ớ
ࣸ
ਅ
Ờủ
重
量
Φ
ồ
ό
ồ
͸
ͩ
め
Α
Ứ
ڝ

ٕ
の
༷
ࢠ
Ốλ
Π
Ϡ
の
্
に
৐
ỳ

た
ϝ
ϯ
ό
ồ
Λ
ΰ
ồ
ϧ
·
Ͱ

Ҿ
ỳ
ு
る
Ố

農
家
の
暮
ら
し
を
実
感

初
芝
富
田
林
高
校
　

農
業
体
験
修
学
旅
行

大
健
闘
！
町
の
部
５
位
入
賞
！　
第
24
回
青
森
県
民
駅
伝
競
走
大
会
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　஍਒・௡೾や෢ྗܸ߈などの֐ࡂ時に、全ࠃॠ時ܯใγεςϜʢ+�"-&35ʣからૹられ
てくるࠃのٸۓ৘ใを確実にօさん΁఻えるため、ٸۓ஍਒଎ใの܇࿅を行います。町಺
ではʮ防ࡂແઢʯにΑるݧࢼ放ૹを行いますので、ごཧղとごྗڠを͓ئいします。な͓、
͜の܇࿅は全ࠃで行われるもので、ؾ৅・஍਒׆動のঢ়گにΑって中ࢭとなる৔合があり
ます。
　■์ૹ日時　　11 月 � 日ʢ金ʣޕ前 1� 時 �� 分ࠒ

ʲ໰ʳ૯຿՝　ߦ੓防ࡂάϧʔϓ　☎ 88-�8��

防災ガイド
೥は、୆෩のൃੜがසൃしてࠓ。を঺հします֐ࡂさとେӍにΑるओなڧ回は前回にҾ͖ଓ͖、Ӎのࠓ　
います。୆෩が઀ۙするࡍは、ಛにؾ৅৘ใに஫ҙしましΐう。

ʲ໰ʳ૯຿՝　ߦ੓防ࡂάϧʔϓ　☎ 88-�8��

p�MF͍ڧ����Ӎ෩ʹܯռ͠·͠ΐ͏ᶄ

1 時間Ӎ量（NN）
10Ҏ্ 20ະຬ

20Ҏ্ 30ະຬ

30Ҏ্ 50ະຬ

50Ҏ্ 80ະຬ

80Ҏ্

༧ใ༻ޠ
ややڧいӍ

いӍڧ

ܹしいӍ

ඇৗにܹしいӍ

໠྽なӍ

Ӎの߱りํ
βーβーと߱る。Ոの中では、ӍのԻで࿩し੠がよくฉきऔれない。

どしΌ߱り。小さな઒や道࿏Θきのߔからਫが͋;れる。

όケπをͻͬくりฦしたように߱る。道࿏が઒のようになる。山่れや
がけ่れがىきるՄೳੑが͋る。

ୌのように߱る。

。ռが必ཁܯॏなݫ。じるように߱るײාをڪ

雨の強さと影響

Ｊ -ＡＬＥＲＴを用いた緊急地震速報訓練のお知らせ

大雨による主な災害

外水氾濫
　Տ઒のྲྀྔがҟৗに૿Ճする͜とにΑっ
て͜ىる。
　అ防のܾյやՏ઒が൙ཞする。

内水氾濫
　Տ઒の૿ਫやߴைにΑって排ਫがは͹ま
れたり、排ਫが௥い෇かず用ਫ࿏やଆߔな
どがあ;れたりする

土砂災害
˗山่れ・が่͚れ
。に่れམちる。ॠ時にൃੜするܹٸのࣼ໘がࢁ　
˗土ੴྲྀ
　୩やࣼ໘にたまった౔࠭やؠੴがҰؾにԡしྲྀされる。
ഁյྗがେ͖い。
˗地す΂り
　ൺֱ的Ώるやかなࣼ໘の౔৕が׈りམちる。Ұ度にൣ޿
ғでൃੜする。

第1分団、準優勝を勝ち取る　～第29回青森県消防操法大会～　
　第 29 回青森県消防操法大会が 8 月 27 日、青森県消防学校（青森市）で開かれ、県内 8 地区から各
地区大会を勝ち抜いた 16 の消防団が出場。ポンプ車の部に三八地区代表
として町消防団第 1 分団が出場しました。
　3 大会連続の出場となった第 1 分団は、夜間や休日に階上分署員や先輩
団員らの指導を受けながら訓練を重ね、その他の分団も応援をし、町消防
団一丸となって大会に臨みました。その結果、第 1 分団は見事、準優勝を
勝ち取りました。
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　Ｂ型肝炎ワクチン予防接種　～10月1日 ( 土 ) から開始～　

　　「女性の人権ホットライン」強化週間　

定期予防接種のお知らせ

青森地方法務局および青森県人権擁護委員連合会では、次の強化期間中、平日の相談時間を延長し、
土・日曜日も電話相談を行います。相談は無料で秘密は守ります。一人で悩まず相談してください。

11　　ؒ　　ظ˓ 月 14 日（月）～ 18 日（金）　  8:30 ～ 19:00
　　　　　　　11 月 19 日（土）～ 20 日（日）　10:00 ～ 17:00
˓ి࿩番߸　　女性の人権ホットライン　☎ 0570-070-810
　（通常は、土日祝日を除く平日の 8:30 ～ 17:15 に相談を受け付けています。）
　　　　　　　　　　　　　　　̡ ໰ʳ੨৿஍ํ๏຿ہਓݖ༴ޢ՝　☎ 01�-���-90��

。こりますىછでײԌ΢Πルε（̝̗̫）の؊ܕ̗、Ԍは؊ܕ̗
に঱ঢ়がѱԽして਺Χ月Ҏ内に΄とんど࣏るのがܹٸછしてからײ
߹છしているঢ়ଶがଓいてしまう場ײ、Ԍです。その΄かに؊ੑٸ
（このঢ়ଶをΩϟϦΞといいます）が͋り、ΩϟϦΞになるとຫੑ؊Ԍになることが͋り、
のͪに؊ߗมや؊がんにਐߦすること΋͋ります。
ϫΫνϯを઀छすることで、ମの中に̗ܕ؊Ԍ΢Πルε΁の఍ྗ߅（໔Ӹ）ができます
ので、઀छをしてײછを༧๷することが大੾です。

28年 4月 1日Ҏ߱にੜまれたਓで の஀ੜ日の前日までのਓࡀ1
28年 10月 1日（౔）から
ແ料（ただし、1ࡀになると༗料となりますので஫ҙしてください。）
ผ通஌に同෧した༧๷઀छઆ明書およͼ༧਍ථを確ೝの্、受ୗҩྍ機ؔで઀छしてݸ
ください。
؊Ԍ΢Πルε（̨̝̗ݪ߅）ཅੑの฼਌からੜまれ、฼ײࢠછのおそれが͋ͬてϫΫν
ϯの౤༩を受けたことが͋るおࢠさんは対象֎です。
ओ࣏ҩのࣔࢦを受けて઀छをਐめてください。

ᶃ Ҏ্のਓࡀ65
ᶄ Ҏ্ࡀ60 機ೳまたはώτ໔Ӹෆ全΢Πثٵݺະຬのਓで、৺ଁ、ਛଁ΋しくはࡀ65
ルεによる໔Ӹの機ೳにোがいを༗するਓ
　（਎ମোऀ֐खா （。૬౰　ओ࣏ҩと૬ஊの্、઀छしてくださいڃ1
10月 20日（໦）ʙ 12月 20日（Ր）
1
000 ԁ（ੜ׆保ੈޢଳのਓはແ料）
保݈෱ࢱ՝૭ޱまたは受ୗҩྍ機ؔにඋ͑付けの༧๷઀छઆ明書およͼ༧਍ථを確ೝの
্、受ୗҩྍ機ؔで઀छしてください。

16年 4月 2日から 17年 4月 1日までにੜまれた小ֶߍ 6年ੜのࣇಐ
8月 1日（月）ʙ 10月 31日（月）
ແ料（ただし、઀छظ間の 10月 31日までとなりますので஫ҙしてください。）
छࠞ߹༧๷઀छのୈࡾ˞ 。がऴྃしていない場߹はʮ༗料ʯとなりますظ1

ʲ໰ʳอ݈෱ࢱ՝　݈૿߁ਐάϧʔϓ　☎ 88-�1��

Ԍとは؊ܕ̗

対 象 ऀ
実 ࢪ ظ ؒ
઀ छ 費 ༻
実 ࢪ 方 法

ཹ ҙ 事 ߲

対 象 ऀ

実 ࢪ ظ ؒ
઀ छ 費 ༻
実 ࢪ 方 法

対 象 ऀ
઀ छ ظ ؒ
઀ छ 費 ༻

　高齢者インフルエンザ予防接種　～10月20日 ( 木 ) から開始～　

　二種混合（ジフテリア・破傷風）第2期の予防接種　～10月31日 ( 月 ) まで～　
○対象ऀには、7月中०にֶߍを通して通஌ࡁみです。

○対象ऀには、9月中०に༣送で通஌ࡁみです。
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青森県よろず支援拠点「よろず出張相談会」の開催について

　どこのༀہをར༻するかはऀױさんがࣗ༝にબͿことができますが、いつ΋同じༀہからༀがॲํされることで
ෳ਺のҩྍ機ؔからॲํされたༀをༀྺでまとめて؅ཧができるので、ༀのҿみ߹Θせやॏෳによる෭࡞༻をະવ
に๷͙ことができ、݈؅߁ཧのαϙーτになります。
　また、かかりつけༀہを࣋つと、ༀにؔするΞυόΠεをいつで΋ܰؾに受けることができます。ྫ͑͹、ҿみ
๨れ౳でༀが༨ͬてしまͬたとき、かかりつけༀہのༀࢣࡎにༀの調整ができないか૬ஊしてみましΐう。ༀをݮ
らすことができれ͹、Ոܭのෛ୲΋ܰくなります。

のおༀखாʯにまとめ࡭ՊҩӃからॲํされ෰༻している全てのおༀの情ใはʮ一ࣃ、さんがපӃや਍ྍॴऀױ　
ましΐう。おༀखாをݟせることで、おༀのॏෳ౤ༀやة険なҿみ߹Θせをະવに๷͙ことができるからです。お
ༀखாをԿ࡭΋࣋ͬてපӃごとやༀہごとに࢖い෼けるのではなく、ʮ一࡭のおༀखாʯにすることがਖ਼しい࢖い
ํです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　̡ ໰ʳอ݈෱ࢱ՝　݈૿߁ਐάϧʔϓ　☎ 88-��19
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��੨৿ऀྸߴظޙݝҩྍ޿Ҭ࿈߹　☎ 01�-��1-�8�1

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ
かかりつけ薬局を持ちましょう

お薬手帳を一冊にまとめましょう

青森県よろず支援拠点では、経営に関する相談会を開催します。
˙։࠵೔　10 月 17 日（月）
˙৔　ॴ　青森銀行階上支店（道仏字天当平 1-130）
※希望する場合は、青森県よろず支援拠点まで申し込んでください。

ʲਃ・໰ ʢrެࡒʣ�1 ͓͋΋Γۀ࢈૯߹ࢧԉηϯλʔ内
੨৿ݝΑΖͣࢧԉڌ఺　☎ 01�-��1-��8�　ʗ　'"9�01�-��1-��1�

　移動採血車による献血を行いますので、多数
のご協力をお願いします。

　八戸市ファミリーサポートセンターでは、子
どもを預けたい人（依頼会員）に協力できる人
（提供会員）を募集しています。
　初回に無料で活動の様子について聞くことが
できる時間を設けておりますので、子どもが好
き、子育て経験を生かしたいという人は、ぜひ
ご参加いただき、地域の子育てにご協力をお願
いします。

ʦ日時ʧ11月10日(木)　10:00～14:00
　　　　11月11日(金)　10:00～15:00
　　　　11月16日(水)　  9:00～12:00
　　　　11月18日(金)　10:00～12:00
ʦ৔ॴʧ八戸市総合福祉会ؗ
ʦ費༻ʧςΩスト୅2,000円

 

 

 

���NM ݂ݙ
※献血していただいた人に、ボックスティッシュ
　5 箱を差し上げます。
˻೔࣌˼　10 月 29 日（土）
　　　　　10:00 ～ 12:00
　　　　　13:15 ～ 16:00
˻৔ॴ˼　ハートフルプラザ
　　　　　・はしかみ駐車場内

ʲ໰ʳอ݈෱ࢱ՝　݈૿߁ਐάϧʔϓ　☎ 88-��19

ʲఏڙձһཆ੒ߨशձ 	 શ � ճ 
ʳ

ʲ໰ʳീࢢށϑΝϛϦʔαϙʔτηϯλʔ�☎ �1-���0
　　��อ݈෱ࢱ՝�෱ࢱάϧʔϓ　����☎ 88-���1
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親子d
e 楽しいがいっぱい！ 子育て支援センター

子育てサークル ಈ৘ใ׆

就園していない子どもが対象です。

親子で楽しみませんか。

ちょこっと 国保　No.34　医療費を大切に

�஍Ҭࢠҭͯࢧԉηϯλʔʮ͢͜΍͔ΔʙΉʯ

�೔ظ �ಈ�内�༰׆

11�10
ʢ໦ʣ

Γܮࡾޒࣣ

11�1�
ʢ໦ʣ

ʻࢠҭͯ࠲ߨʼ

ʮεΩϯέΞͷϙΠϯτ　ϋϯυϚοαʔδʯ　

ࢯࢠҭށ࢛　ɿΤεςαϩϯ1FSGVNFࢣߨ

˞৔ॴはੴു;Ε͍͋ަྲྀؗͰ͢ɻ

˞ཁਃ͠ࠐΈʢ☎89-��10　ਃࠐక੾11�10ʣ

11���
ʢ໦ʣ

໦ͷ࣮ͷๅശ

［৔　ॴ］ಓ෹อҭԂ　　［࣌　ؒ］10�00ʙ1��00
［ར༻ྉ］ࢠͲ΋̍ਓʹ͖ͭ100ԁ
　　　　　ˎอҭԂཪͷறं৔Λ͝ར༻͍ͩ͘͞ɻ

ҭͯαʔΫϧʮʹ͜ʹ͜Ϋϥϒʯࢠ

�೔ظ �ಈ�内�༰׆

11�18
ʢۚʣ

減
かるしお
塩料理　親子で試食会！

※調味料の使用量を減らして
　素材のうまみを味わいましょう

（場　所）石鉢ふれあい交流館
（時　間）10：00～12：00
（参加費）子ども1人につき100円
（持ち物）エプロン・三角巾

　

˙εέδϡʔϧはொϗʔϜϖʔδʹ΋͠ࡌܝ
͍ͯ·͢ɻʢτοϓϖʔδʼ͘Β͠ͷ情報
ʼࢠҭͯ・ڭҭʼࢠҭͯαʔΫϧʣ

ʲ໰ʳอ݈෱ࢱ՝　݈૿߁ਐάϧʔϓ
　　　　　　　　　　　　　　　☎88-��19　
　　　ಓ෹อҭԂʢ஍Ҭࢠҭͯࢧԉηϯλʔʣ
　　　　　　　　　　　　　　　☎89-��10

◆◇スケジュール◇◆

■休日や໷ؒのड਍はٸۓのときのみにしましΐ͏
。日や໷間の受਍はׂ૿料金がֻかりますٳ　
。時Ҏ֎は、਍ྍ時間内に受਍しましΐうٸۓ　
。࿩૬ஊ（ˌ8000）をར༻しましΐうిٸٹࣇපで৺഑なときは小ٸど΋のࢠ　
■ॏෳड਍はやめましΐ͏
　同じපؾでෳ਺のҩྍ機ؔを受਍するのはやめましΐう。
■かかりつ͚ҩをもちましΐ͏
　日ࠒから҆৺して૬ஊできるかかりつけҩを΋ͪましΐう。
■かかりつ͚ༀ局をもちましΐ͏
　ༀの΋らいす͗やҿみ࢒しをආけるために、かかりつけༀہを΋ͪましΐう。
■ジェωϦッΫҩༀ品をར༻しましΐ͏
　δΣωϦοΫҩༀ඼は、৽ༀと同౳の඼࣭で੡଄ൢചされる௿Ձ֨のおༀです。

日頃の医療機関のかかり方やお薬のもらい方を見直して、医療費の節約に努めましょう。

ʲ໰ʳอ݈෱ࢱ՝　݈૿߁ਐάϧʔϓ　☎88-��19
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　軽スポーツと、そばガレット作りを楽しみながら、
素敵な出会いと階上町の魅力を探してみませんか。
˻։࠵೔࣌˼　12月11日（日）12:30～17:15
˻ू߹৔ॴ˼　町民体育館（道仏字天当平1-150）
˻ืूਓ਺˼　男女15人ずつ（合計30人）
˻ର ৅ ऀ˼　20～おおむね45歳の階上町と
　　　　　　　体を動かすことが好きな独身男女
ࢀ˻ Ճ ྉ˼　男性3,000円　　女性2,000円（保険料、食費を含む）
˻ਃํࠐ๏˼   申込用紙に氏名、住所、電話番号、生年月日、血液型を記入し、事務局へ持参するか郵送、

FAXまたは階上町ホームページ上の申込フォームで申し込んでください。申込用紙は、総合
政策課に設置しているほか町ホームページからもダウンロードできます。

˻ਃ12　˼ݶظࠐ月5日（月）（定員になり次第受付終了）
ʲओ࠵・໰ʳ֊্ொग़ձ͍αϙʔτ事ߦ࣮ۀҕһձ事຿ہ
　　　　　�ʢ૯߹੓ࡦ՝内ʣ
　　　　　�☎ 88-�11� ʗ '"9�88-�11�

 
 

ʲ໰ʳڭҭ՝　ࣾձڭҭάϧʔϓ　☎88-��98

　高知県出身。女優として舞台に立ちながら、声優
としての活動をはじめる。
　日本を代表するアニメ映画・宮崎駿監督の『風の
谷のナウシカ』ナウシカ役、『ルパン三世カリオス
トロの城』のクラリス姫役をはじめ、ＴＶアニメで
も『めぞん一刻』音無響子役、『それいけ！アンパ
ンマン』しょくぱんまん役等、数多くの作品に出演
し活躍中。

るಡみฉか͚޲演の中では、子どもたちにߨ˓
ͤの実演を行います。プϩのಡみきかͤをͥ
ͻฉきにいらしてください。

˓ਃしࠐみෆཁでどなたでもご参加௖͚ます。
˓੮数に限りがありますのでお早めにごདྷ৔く

ださい。

～プロフィール～

10 29
����� ʙʢ��ɿ�� ։৔ʣ
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スポーツの秋です！ 無理なく体を動かしてみませんか？

臥牛の郷生活研究連絡協議会主催　伝統料理講習会

トレーニングルームをご利用ください
～アークトレーナー導入しました～

　いかめしや、いかと大根の煮物など「浜料理」をメインに作ります。お誘いあわせの上ご参加ください。
˻೔　　࣌˼　10月17日（月）10:00～13:00（受付9:45～）
˻৔　　ॴ˼　ハートフルプラザ・はしかみ　　　˻ओ　　࠵˼　臥牛の郷生活研究連絡協議会
˻ఆ　　һ˼　20人
ࢀ˻ Ճ අ˼　1,500円
˻ਃࠐక੾˼　10月13日（木）
˻࣋ ͪ ෺˼　エプロン、三角巾　　　　　　　　　ʲਃ・໰ʳۀ࢈ৼڵ՝　঎ޫ؍޻άϧʔϓ　☎88-�8��

　石鉢ふれあい交流館の2階にあるトレーニングルームは、15年
4月に開設し、27年3月に利用者10万人を達成しました。
　25年度からは機器更新をし、トレッドミルやアップライトバ
イクが人気です。さらに今年度はアークトレーナーを導入し、有
酸素運動のできる機器が充実しました。
　皆さんのご利用をお待ちしております。

˻ྉ　　ۚ˼　○一般（大学生）210 円　○シャワー 60 円
　　　　　　　○中学・高校生　110 円（中学生の利用は、保護者の付き添いが必要です。）
˻ར༻࣌ؒ˼　午前 9 時から午後 9 時まで
ٳ˻ ؗ ೔˼　毎週月曜日（祝日にあたる場合は火曜日が休館日）
★午後 1 時からは専門スタッフからのアドバイスが受けられます。

　　　　　̡ ໰ʳੴു;Ε͍͋ަྲྀؗ　☎ 80-1��1

˻ϝχϡʔ˼
͍͔Ί͠ɺ͍ٵ෺ɺ͍͔ͱେࠜͷࣽ෺ͳͲ
ʢϝχϡʔ͕มߋͱͳΔ৔߹͕͋Γ·͢ɻʣ

新体力テストを実施しますあな
たの
体力

年齢
は何
歳？

˖ςετ߲໨˖
ʲ�0 Ҏ্ࡀ �� ະຬʳࡀ

握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳
び、20m シャトルラン（往復持久走）、立
ち幅跳び

ʲ�� Ҏ্ࡀ 80 ະຬʳࡀ
握力、上体起こし、長座体前屈、開眼片足
立ち、10m 障害物歩行、6 分間歩行

˙ର　　৅　20 歳以上 80 歳未満の町民
　※体力年齢の判定は、20 ～ 64 歳です。
˙࣋ ͪ ෺　
　動きやすい服装と、室内シューズを持参してください。
˙ਃ͠ࠐΈ
　参加を希望する人は、事前に教育課に申し込みをしてください。
˻క੾ɿ10 ݄ 19 ೔ʢਫʣ˼

ͷࣗ෼ͷମྗ・ӡಈೳྗ͕Ͳͷࡏݱ
͘Β͍͋Δ͔֬ೝͯ͠Έ·ͤΜ͔ɻ

ͥͻ͝ࢀՃ͍ͩ͘͞ʂ
ʲਃ・໰ʳڭҭ՝　ࣾձڭҭάϧʔϓ　☎ 88-��98

৽ମྗςετ
　จ෦Պֶল͕ࠃຽͷମྗ・ӡಈೳྗ
ͷݱঢ়Λ໌Β͔ʹ͢Δͱͱ΋ʹɺମҭ・
εϙʔπͷࢦಋͱߦ੓্ͷࢿૅجྉΛ
ಘΔ͜ͱΛ໨తʹ࣮͍ͯ͠ࢪΔௐࠪͰ
͢ɻ

10月23日（日）9:00 ～11:00
ொຽମҭؗ

೔࣌

৔ॴ
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道の駅はしかみ フォレストピア階上 わっせ交流センター

　（問）☎ 88-1800
　（営）9:00 ～ 19:00
　（休）10･11 月は休みなし
　（住）道仏字耳ヶ吠 3-3

　（問）☎ 88-4449
　（営）9:00 ～ 17:00
　（休）毎週火曜日
　（住）鳥屋部字大柿 1-2

　（問）☎ 88-2709
　（営） 8:00 ～ 17:00
　（食）11:00 ～ 15:00
　（休）毎週水曜日
　（住）平内字上道 1-1

　11 月上旬土日
　旬の野菜や果物を多数取りそろえて
おります。限定の特価販売やタイム
セール・くじ引きも企画しています（天
候により日程変更あり）。

　10 月 26 日 ( 水 ) ～ 31 日 ( 月 )
　合言葉「Trick or Treat?」とスタッ
フに言えばジェラート 50 円引き。さ
らに大盛りになります（中学生まで対
象）。

　11 月 11 日 ( 金 )
　地元の柿を使った手作り干柿。山菜
天ぷら付き九割そばの食事と干柿のお
持ち帰り。

（参加料 1,500 円）

　階上産の早生そばを昔ながらの製法
でポン菓子に仕上げました。さくさく・
ふわふわの食感をお試しください。

　町内の食品加工グループが実演販売
を行っています。
　「よもぎ餅」や「ほど焼き」など、
作りたての昔なつかしい素朴な味が楽
しめます。

■収穫祭 ■ハロウィン祭り
■干柿づくり体験

★階上早生そば使用「そばポン菓子」★

階上早生新そば祭り

観光施設情報

　階上早生階上そばは、大正 7 年に「階上早生」と命名され、
青森県の奨励品種に採用されました。粘りが強く香りが高いの
が特徴です。階上町では①地元で栽培②全て手打ち③地元で消
費という 3 つのこだわりでそばを提供しています。
　さて、今年も新そば祭りの季節がやってまいりました。階上
産の新そば粉を使用した、挽きたて・打ちたて・茹でたての美
味しい手打ちそばを町内の観光３施設（道の駅はしかみ、フォ
レストピア階上、わっせ交流センター）で提供します。風味豊
かな階上早生そばをぜひご堪能ください。

10月22日（土）～23日（日）

内༰ڙళͱ৽ͦ͹ఏࢍڠ˗
10ɿ00 ͔Βൢച։࢝ɺແ͘ͳΓ࣍ୈऴྃͰ͢ɻ

　　˞౰೔はΠϕϯτͷͨΊɺ͟Δͦ͹・͔͚ͦ͹ͷΈͷఏڙͱͳΓ·͢ɻ
　　˞ৄ͘͠は֤ళฮへ໰͍߹Θ͍ͤͯͩ͘͞ɻ
　　　　　　　　　　　　　　　　　�̡ ໰ʳۀ࢈ৼڵ՝　঎ޫ؍޻άϧʔϓ　☎ 88-�8��

　11 月 9 日 ( 水 ) ～ 13 日 ( 日 )
　新作ジェラート 50 円引き。

■ジェラート新作発表会

　11 月 12 日 ( 土 ) ～ 13 日 ( 日 )
　子ども連れでお食事の方に限りジェ
ラート大盛り券プレゼント。

■七五三祭り

★実演コーナー★

全店1杯500円

ಓͷӺは͔͠Έ ϑΥϨετϐΞ֊্ Θͬͤަྲྀηϯλʔ

͟Δͦ͹・͔͚ͦ͹
��೔　�00৯
��೔　�00৯

͟Δͦ͹・͔͚ͦ͹
��೔　�00৯
��೔　�00৯

͟Δͦ͹・͔͚ͦ͹
��೔　�00৯
��೔　�00৯
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　町では、既存住宅の耐震性や省エネ性等の向上を目的に、住宅の性能向上または建て替えを行う戸建て住宅等の所有者
等に補助金を交付する「安全安心住宅リフォーム支援事業」を実施します。
　ิॿର৅ऀ　
　町内に住宅を所有し、かつ居住し住民登録していて、町税を滞納していない人
　ิॿର৅޻事　
　町内に事務所のある建設業者などが行う次の工事が対象となります。
　　①耐震性能の向上に係る既存住宅の改修または建て替え工事
　　②省エネルギー性能、バリアフリー性能、克雪性能、防災性能のうち 1 つ以上の性能向上を伴う既存住宅の改修工事（改

修工事費が税込 20 万円以上のものに限る。）
　ิॿ཰͓Αͼิॿ্ֹݶ　
　˔଱਒ੑೳ·ͨはͯݐସ͑
　　　補助対象工事費の 23％（上限額 82.2 万円）
　˔লΤωϧΪʔੑೳ・όϦΞϑϦʔੑೳ・ࠀઇੑೳ・防ੑࡂೳ
　　　補助対象工事費の 10％（上限額 20 万円）とリフォーム瑕疵保険料の 2 分の 1 相当額
　ืूక੾　
　12 月 22 日（木）※先着順で受け付けします。予算に到達した時点で、受け付けを終了します。
　ਃ੥ॻྨ　
　申請書などの必要書類は、町ホームページで確認するか建設課に問い合わせてください。

ʲਃ・໰ʳݐઃ՝　౔໦ݐઃάϧʔϓ　☎ 88-�118

໦଄ॅ୐ͷ଱਒਍அΛࢧԉ͠·͢

ॅ୐ϦϑΥʔϜΛࢧԉ͠·͢

～階上町木造住宅耐震診断支援事業の募集案内～

～階上町安全安心住宅リフォーム支援事業の募集案内～

　納税には便利な口座振替をご利用ください　
　口座振替制度は、町税等の納期限日に金融機関の預貯金口座から自動的に振り替える便利・安全・確
実な方法です。※各納期限の1カ月前までに取扱金融機関に申し込んでください。
˻ਃ͠ࠐΈʹඞཁͳ΋ͷ˼
　通帳、通帳届出印鑑、納税通知書
˼ৼସͰ͖Δொ੫౳࠲ޱ˻
　軽自動車税、固定資産税
　町県民税、国民健康保険税
　介護保険料、後期高齢者医療保険料

˻औѻۚ༥ؔػ˼
　青森銀行（本・支店）、青い森信用金庫
　みちのく銀行（本・支店）、八戸農業協同組合階上支店
　青森県信用漁業協同組合連合会（階上代理店）、ゆうちょ銀行

ʲ໰ʳ੫຿՝　ऩೲάϧʔϓ　☎88-�11�

　町では災害に強いまちづくりを推進することを目的に、今年度も「木造住宅耐震診断支援事業」を実施することとしま
した。この事業は耐震診断を希望する町内の木造住宅の所有者に対し、町が耐震診断員を派遣して、耐震性の判定を行い、
所有者に判定結果をお知らせする事業です。
　耐震診断を希望する木造住宅の所有者は、対象住宅であるかを確認の上、申し込んでください。
　ର৅ॅ୐　　事ۀͷର৅ͱͳΔॅ୐はɺொ内ʹ͍ͯͯͬݐɺ࣍ʹ͛ܝΔཁ݅ͷશͯʹ֘౰͢Δॅ୐Ͱ͢ɻ
　　①昭和 56 年 5 月 31 日以前に建築（着工）された住宅で、かつ、昭和 56 年 6 月以降に増改築していない住宅
　　②在来軸組構法または伝統的な構法によって建築された木造住宅で地上階数が 2 以下のもの
　　③一戸建て専用住宅または併用住宅（延べ床面積の 2 分の 1 以上を住宅の用に供し、かつ、住宅以外の用途に供する

部分の床面積が 50㎡以下であるものに限る）
　　④現に住宅の用に供しているもの　　　　　　⑤建築基準法に違反していないもの
　　⑥町税を滞納していない所有者の住宅
　਍அඅ༻　　延べ床面積 200㎡以下の場合で個人負担 8,000 円
　　　　　　　（延べ床面積 200㎡を超える場合は、増額になります）
　ื　　ू　　ʬక੾ʭ11 ݄ �0 ೔ʢਫʣ　　ʬ݅਺ʭઌணॱͰ � ށ
　ਃࠐॻྨ　　○申込書　　　○建築時期および床面積の確認できる書類　　　○位置図
　　　　　　　○外観写真　　○概略平面図　　　○直近 3 カ年分の納税証明書

ʲਃ・໰ʳݐઃ՝　౔໦ݐઃάϧʔϓ　☎ 88-�118
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ொݝຽ੫　　　　　　　　ୈظ�
ظ�੫　　　　　ୈݥอ߁ຽ݈ࠃ
հޢอݥྉ　　　　　　　ୈظ�
ظ�ྉ　　ୈݥҩྍอऀྸߴظޙ

ͷೲݶظͰ͢ɻ๨ΕͣʹೲΊ·͠ΐ͏ɻ
ʲ໰ʳ੫຿՝　ऩೲάϧʔϓ　☎88-�11�

10月31日（月）は

新築住宅費用の一部を補助します
～階上町新築住宅支援事業の募集案内～

　町民の生活環境の向上を図り、町内の住宅関連産業を中心とした地域活性化を促進するため、町内に自己居
住用住宅を新築する人に費用の一部を補助します。

˙ਃ੥క੾

��݄��೔ʢਫʣ
˞ৄ͘͠はɺொϗʔϜϖʔδͰ֬ೝ͢Δ

ઃ՝ʹ໰͍߹Θ͍ͤͯͩ͘͞ɻݐ͔

ʲਃ・໰ʳݐઃ՝　౔໦ݐઃάϧʔϓ　☎88-�118

˙ิॿ内༰

ର৅ऀ
○町内に住民登録している人、または工事完了後

町内に転入する人
○町税などの滞納がない人

ର৅޻事

○町内業者が施工する住宅、または町外業者が町
内業者と下請契約を締結して施工する住宅

○対象工事費が 1,000 万円以上（税込）の工事、
または町外業者が町内業者と下請契約した契約
額の合計が 1,000 万円以上（税込）の工事

ิॿ཰・
ิॿ্ֹݶ

　いずれも契約額 1,000 万円以上（税込）の 1％
で限度額は 30 万円。

ʢࠂ޿ʣ ʢࠂ޿ʣ

No.36 行列ができるごみのお悩み相談所ごみ情報

 ʲ໰ʳொຽੜ׆՝　ੜڥ؀׆άϧʔϓ　☎ 88-�119

"  朝 8 時から収集を行うからです。いつもの時間に
ごみを出したのに収集されていないという問い合わ
せがありますが、毎回同じルート、同じ時間で収集
するとは限りません。収集されずにそのまま放置さ
れるのを防ぐためにも守ってください。

黒や青の色袋 ペットの餌袋や肥料袋

2
��ͳͥ͝Έग़͠͸ऩू೔ͷே �࣌·Ͱͳͷʁ

"  収集日を守らないと、適正に出されたごみと混ざ
り混合品となるためどちらも収集されません。どなた
かがそのごみを分別して適正に排出しない限り、そ
の集積所にごみが溜まり、利用する人に迷惑が掛か
ります。

2
��ऩू೔ΛकΒͳ͍Ͱग़͞Εͨ͝Έ͸Ͳ͏ͳ
ɹ���Δͷʁ

"��町ではごみ袋の指定はしていませんが、収集の都
合上、中身が見えない袋に入れられたごみや他市町
村の指定袋で出されたごみは収集していません。
　ごみ袋は透明、または半透明の袋を使用してくだ
さい。ɹ

2
��ീࢢށͷΑ͏ʹ͝Έାͷࢦఆ͸ͳ͍ͷʁ

ルールを守り、きれいな町にしましょう！

今一度ごみ出しのルールについて
おさらいしよう！
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町
長
室
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
○�0

想
定
を
超
え
た
　
台
風
10
号
被
害

〜
事
前
の
備
え
が
あ
れ
ば
憂
い
な
し
〜

階
上
町
長
　
浜
谷
豊
美

　

今
年
の
台
風
は
異
常
で
あ
り
ま

す
。
台
風
１
号
の
発
生
が
史
上
２

番
目
に
遅
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
度
発
生
す
る
と
立
て
続
け

に
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
例
年
と

は
違
い
、
太
平
洋
上
を
北
上
し
北

海
道
へ
の
上
陸
や
、
台
風
10
号
の

よ
う
に
観
測
史
上
初
め
て
強
い
勢

力
の
ま
ま
東
北
太
平
洋
沿
岸
に
上

陸
す
る
と
い
う
異
常
な
台
風
進
路

ル
ー
ト
で
、
想
定
を
超
え
る
事
態

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
も
１
時
間
30
㎜
を
超
え

る
暴
風
雨
に
よ
り
、
倒
木
に
よ
る

停
電
や
道
路
法
面
崩
壊
、
ま
た
、

冠
水
に
よ
る
通
行
止
め
な
ど
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
に
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

　

気
象
情
報
の
発
達
し
た
昨
今
で

は
台
風
に
対
す
る
備
え
も
事
前
に

準
備
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
町
で

も
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
や
土
の
う

の
備
蓄
な
ど
大
雨
へ
の
対
処
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
ご
ろ
か
ら
管
理
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
台
風
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

身
近
の
落
ち
葉
や
土
砂
な
ど
に
よ

る
側
溝
の
目
詰
ま
り
予
防
や
電
線

そ
ば
の
倒
木
危
険
性
の
高
い
樹
木

の
管
理
︑
屋
根
や
看
板
な
ど
老
朽

化
の
確
認
な
ど
も
重
要
で
す
。

　

町
で
は
今
後
と
も
防
災
対
策
を

徹
底
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
に
も
災
害
に
備
え
た
非
常

用
品
の
準
備
や
避
難
場
所
の
確
認

な
ど
防
災
意
識
を
も
っ
て
行
動
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

台風10号による倒木被害

郷
土
の
偉
人

太
田
広
城
の
道
を
た
ど
る
第7巻

　

慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
６
月
、

盛
岡
藩
と
の
一
触
即
発
の
危
機
を

乗
り
越
え
た
八
戸
藩
に
ま
た
も
や

危
機
が
訪
れ
ま
す
。
こ
の
時
、
九

条
総
督
が
秋
田
へ
向
か
う
こ
と
と

な
る
の
で
す
が
、
護
衛
の
た
め
別

ル
ー
ト
で
肥ひ

前ぜ
ん

鍋な
べ

島し
ま

藩
（
佐
賀

県
と
長
崎
県
）
の
中な
か

牟む

田た

倉く
ら

之の

助す
け

（
後
の
日
本
海
軍
生
み
の
親
）

を
艦
長
と
し
た
最
新
鋭
艦
「
孟も
う

春し
ゅ
ん

号ご
う

」
が
秋
田
か
ら
函
舘
へ
と

渡
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
八
戸
の
白
銀
沖
に
つ

い
て
間
も
な
く
、
暴
風
に
あ
い

海
岸
で
座
礁
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
中
牟
田
隊
は
仕
方
な
く
陸
路

で
、
青
森
を
経
由
し
函
舘
へ
向
か

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
八

戸
藩
で
は
通
過
さ
せ
れ
ば
列
藩
同

盟
に
、
迎
え
撃
て
ば
官
軍
側
に
責

め
ら
れ
る
の
で
は
と
藩
論
が
混
乱

し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
帰
藩
し

て
い
た
太お
お

田た

広ひ
ろ

城き

が
鮫
（
八
戸
）

に
赴
き
交
渉
を
行
い
、
駐
留
と
通

過
を
黙
認
す
る
こ
と
で
危

機
を
脱
す
る
こ
と
に
成
功

し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
も
太
田
の
働
き

に
よ
り
戦
禍
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
そ
し
て
こ
の
頃
よ
り

国
内
情
勢
は
大
き
く
動
き

始
め
、
幕
末
・
明
治
維
新

の
流
れ
は
一
気
に
終
息
へ

と
向
か
っ
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　
　
　

～
次
号
に
続
く
～

明
治
時
代
の
青
森
県
誕
生
を
支
え
る

太
田
広
城
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
を
走
る
④

八戸沖を望む
（八戸市恵比寿浜漁港上）

さんぱちパレットまつり in ごのへ
～共に支え合い、ひとりひとりが自分らしく生きる、誰もが暮らしやすい地域を目指す～
େਓ͔ΒࢠͲ΋·Ͱָ͠ΊΔΠϕϯτͰ͢ʂͲ͏͓ͧӽ͍ͩ͘͠͞ʂ
˙೔࣌・৔ॴ　　10 月 15 日（土）10:00 ～ 15:30　五戸町立公民館（入場無料）
લͷ෦　10:00ޕ˓ ～ 13:00　ワークショップ・三八地域ご当地グルメ販売・喫茶コーナー
ͷ෦　13:30ޙޕ˓ ～ 15:30　講演会　株式会社 JOY　代表取締役　石岡百合子氏
　　　「ヒーローとは選ばれた人ではない、選択できた人　～自分らしい生き方ができるために～」

ʲ໰ʳ૯຿՝　ॸ຿άϧʔϓ　☎ 88-�11�

ಉڞീ஍Ҭஉঁࡾ
ۀըਪਐ事ࢀ
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■
県
内
の
被
害
状
況

　

７
月
末
現
在
の
特
殊
詐
欺
被
害

状
況
は
34
件
、
被
害
額
は
約
１
億

２
９
０
０
万
円
で
あ
り
、
す
で
に

昨
年
１
年
間
の
被
害
額
約
１
億
１

９
０
０
万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
主

な
手
口
と
犯
人
が
電
話
で
よ
く
話

す
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て
知
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

■
還
付
金
等
詐
欺

　

役
場
職
員
等
を
か
た
る
者
が
電

話
で
「
医
療
費
の
還
付
金
が
あ
り

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
で
き
ま
す
」
な

ど
と
話
し
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
誘
導
し
、

携
帯
電
話
の
指
示
で
パ
ネ
ル
を
操

作
さ
せ
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ
る

手
口
で
す
。

○
ポ
イ
ン
ト
①

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
を
受
け
取
る

手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
ポ
イ
ン
ト
②

　

詐
欺
を
見
極
め
る
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、
還
付
金
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
・
携
帯
電

話
で
す
。
電
話
で
こ
れ
ら
の
言
葉

が
出
て
き
た
ら
詐
欺
で
す
。

■
架
空
請
求
詐
欺

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
、
有
料

サ
イ
ト
の
利
用
料
が
未
払
い
だ
と

い
う
メ
ー
ル
が
届
き
、
電
話
連
絡

さ
せ
お
金
を
請
求
す
る
手
口
で
す
。

犯
人
は
「
払
わ
な
け
れ
ば
裁
判
に

な
る
。
今
払
え
ば
安
く
な
る
」
な

ど
と
脅
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
ポ
イ
ン
ト
①

　

身
に
覚
え
が
な
い
場
合
、
メ
ー

ル
や
電
話
は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

○
ポ
イ
ン
ト
②

　

身
に
覚
え
が
な
い
の
に
、
電
話

で
「
支
払
わ
な
け
れ
ば
裁
判
に
な

る
」
「
今
払
え
ば
安
く
済
む
」
な

ど
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺
で
す
。

　

正
し
い
１
１
９
番
通
報
要
領
と
、

消
防
車
・
救
急
車
が
出
動
す
る
ま

で
の
仕
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時
　

11
月
６
日
、
９
日

　
　
　
　

10
時
～
16
時

■
場
所
　

八
戸
広
域
消
防
本
部
指

令
セ
ン
タ
ー
（
消
防
本
部
４
階
）

【
問
】
八
戸
広
域
消
防
本
部
指
令

救
急
課
☎
（
４
４
）
２
１
３
５
／

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
４
６
）
１
１
７
１

　

皆
さ
ん
は
１
１
９
番
通
報
の
経

験
が
あ
り
ま
す
か
。
い
つ
皆
さ
ん

が
通
報
者
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
火
災
や
交
通
事
故
を
目
撃
し

た
時
、
目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
時
、

自
分
の
家
族
が
倒
れ
た
時
、
冷
静

に
正
し
い
１
１
９
番
通
報
を
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
災
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
、

人
の
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

指
令
セ
ン
タ
ー
一
般
公
開
を
機

に
、
１
１
９
番
通
報
要
領
を
学
び
、

被
害
の
軽
減
・
救
命
率
の
向
上
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

「
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え

ま
す
が
、
ど
こ
で
何
が
起
き
て
い

る
の
で
す
か
」
、
「
今
日
の
当
番

病
院
は
ど
こ
で
す
か
」
な
ど
と

い
っ
た
電
話
が
１
１
９
番
で
寄
せ

ら
れ
ま
す
。

　

１
１
９
番
の
回
線
数
は
決
め
ら

れ
て
お
り
、
本
当
に
消
防
車
、
救

急
車
が
必
要
な
人
の
通
報
が
繋
が

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

緊
急
性
が
あ
る
場
合
の
み
１
１
９

番
通
報
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
所
迷
惑
に
な
る
の
で

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
さ
な
い
で
来
る

よ
う
に
依
頼
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
緊
急
の
用
務
の
た
め

出
動
す
る
も
の
で
す
の
で
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

特
殊
詐
欺
に
注
意

指
令
セ
ン
タ
ー一般

公
開

消防情報
火事・救急は

　　　119 番へ
　［消防情報案内］
　☎ 0180-991-888

΄ͬͱεϧϝʔϧを͝ར༻͘ださ͍
ʻొ࿥༻ϝʔϧΞυϨεʼ

BO[FOKPIP!BOTIJO�DJUZ�IBDIJOPIF�BPNPSJ�KQ
　町内の緊急・気象・火災情報など
のメールを、携帯電話やパソコンで
受け取れます。上記アドレスに空
メールを送信し、登録手続きをして
ください。（右のＱＲコードからも
読み込めます）
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10
月
17
日
か
ら
23
日
ま
で
は
行

政
相
談
週
間
で
す
。

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
な

ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

行
政
相
談
委
員
が
無
料
で
秘
密

を
厳
守
し
、
親
身
に
な
っ
て
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

■
日
時
　

10
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

■
場
所

　

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み

■
行
政
相
談
委
員

　

○
浜
谷
　

三
枝
子

　

○
森
　

由
美
子
　
　

■
そ
の
他
　

定
例
相
談
は
、
毎
月

第
３
火
曜
日
の
13
時
か
ら
15
時
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
】
総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ
☎

（
８
８
）
２
１
１
２
／
青
森
行
政

評
価
事
務
所
行
政
相
談
課
☎
０
１

７
（
７
３
４
）
３
３
５
４

　

厳
し
い
経
済
環
境
の
中
、
経
営

環
境
が
悪
化
し
つ
つ
あ
る
中
小
企

業
者
や
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
災
し
た
事
業
者
の
事
業
再
生
へ

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、

公
的
機
関
が
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

■
例
え
ば
…

○
大
震
災
以
降
、
売
上
が
伸
び
ず

に
借
入
金
の
負
担
が
大
き
い
。

○
過
剰
債
務
・
過
剰
設
備
に
よ
り

財
務
内
容
が
悪
化
し
て
い
る
。

○
事
業
の
継
続
の
見
通
し
は
あ
る

が
、
事
業
見
直
し
・
金
融
機
関

調
整
が
必
要
。

　

そ
の
他
様
々
な
ケ
ー
ス
の
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
ご
希
望

に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

窓
口
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
問
】
公
益
財
団
法
人
�1
あ
お
も

り
産
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
青
森

県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
☎

０
１
７
（
７
２
３
）
１
０
２
１
／

青
森
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
（
７
５
２
）
９
２
２
５

　

青
森
県
司
法
書
士
会
で
は
、
皆

さ
ん
の
法
的
な
悩
み
を
解
消
す
る

た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
無
料

法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

成
年
後
見
を
は
じ
め
、
相
続
、

借
金
問
題
等
に
つ
い
て
司
法
書
士

が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
聴

覚
障
が
い
者
の
人
の
相
談
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
手
話
通
訳
者
が
常

駐
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、

親
族
や
養
護
者
の
不
安
や
相
談
に

も
お
応
え
し
ま
す
。

■
日
時
　

11
月
23
日(

水
・
祝)

　
　
　
　

10
時
～
16
時

■
場
所
　

ユ
ー
ト
リ
ー
５
階

※
相
談
は
無
料
で
す
が
具
体
的
な

手
続
き
が
必
要
に
な
る
場
合
に

は
別
途
費
用
が
掛
か
り
ま
す
の

で
、
相
談
員
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
】
青
森
県
司
法
書
士
会

☎
０
１
７
（
７
７
６
）
８
３
９
８

　

自
分
を
深
く
分
析
し
、
心
に
掛

か
る
ブ
レ
ー
キ
が
ど
う
や
っ
て
で

き
た
の
か
を
知
り
、
前
に
進
む
勇

気
を
持
て
る
相
談
会
と
し
、
参
加

者
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
一
緒

に
考
え
ま
す
。

■
日
時
　

11
月
14
日
（
月
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所
　

森
の
交
流
館

■
対
象
　

フ
リ
ー
タ
ー
ま
た
は
45

歳
未
満
の
若
年
求
職
者
等

■
定
員
　

10
人
程
度
（
先
着
順
）

■
講
師
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
交
流

お知らせ Information 

特
設
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

૬ஊ

な
り
た
い
自
分
に
な
る

た
め
の
交
流
分
析
＠
エ

ゴ
グ
ラ
ム

૬ஊ

中
小
企
業
の
再
生
を

支
援
し
ま
す

૬ஊ

無
料
法
律
相
談
会

司
法
書
士
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い

૬ஊ

図 書 だ よ り  今 月 の お す す め 本
˙ϋʔτϑϧϓϥβ・は͔͠Έ　☎ 88-����

˙ಓ෹ެຽؗ　☎ 89-�110

˙ੴു;Ε͍͋ަྲྀؗ　☎ 80-1��1

ʰೆ෦ੲίू�ୈೋूʱ
柾谷伸夫　編

ʰݥةͳϏʔφεʱ
東野圭吾　著

ʰ͓͓͖ͳ໦ʱ
シェル・シルヴァスタイン 著

その他おすすめ
ʰԐͷݟΔເ �ɦ 桐野夏生  著
ʰ̦̟̠̟̦ �ɦ 佐藤究  著
ʰόε·ͬͯΔ �ɦ きたがわめぐみ  著
ʰ;͗͠ͳͰ·͑ �ɦ かがくいひろし  著
ʰೝ஌঱ͷਓͨͪͷখͯ͘͞ େ͖ͳͻͱ
ݟͷ੠͕ࢲ�ʙݴ�� ·͔͑͢  ʙʱ
 永田久美子  監修  …など

その他おすすめ
ʰԿ༷ �ɦ 朝井リョウ  著
ʰϗʔϜζ࢛ੈ �ɦ 新堂冬樹  著
ʰϋή઒༄ �ɦ ツル多はげます会  著
ʰࡾຊ໦೶ߍߴۀͷ໋ͷतۀʱ

青森県立三本木農業高等学校  監修
ʰಠ؃ډऔΓͷ࣌୅ࡏ�୐ҩ͕͑ߟΔ৺
��๛͔ͳʮಠΓࢮʯɦ

苛原実  著  …など

その他おすすめ
ʰᎄ্ࠓ೔ࢠͷՈܭ฽ʱ
� 西尾維新  著

ʰຶͱଣ �ɦ 盛田隆二  著
ʰࡑͷ੠ �ɦ 塩田武士  著
ʰへΜ͠Μ͓ͯΜ͖ʱ
 あきやまただし  著

ʰϖωϩϖͷͨͷ͍͠ϋϩ΢Οϯʱ
アン・グットマン  著  …など

今
月
の
注
目

今
月
の
注
目

今
月
の
注
目

　˗ିग़࣌ؒ˗
　［ϋʔτϑϧϓϥβ・は͔͠Έ］　
　　�ʙ �� ࣌ʢ݄ʙ౔ɺ೔・ॕ೔ʣ
　［ಓ෹ެຽؗ］　
　　�ʙ �� ࣌ʢ݄ʙۚʣ˞౔༵は �� ࣌·Ͱ
　［ੴു;Ε͍͋ަྲྀؗ］
　　�ʙ �� ࣌ʢՐʙ౔ɺ೔・ॕ೔ʣ
͓͢͢Ίຊはɺ঺հͨ͠ਤॻࣨҎ֎ʹ΋ೖՙ͢Δ͜ͱ͕͋
Γ·͢ɻೖՙঢ়گは֤ؗʹ໰͍߹Θ͍ͤͯͩ͘͞ɻ
ଂॻ̡�ࡧݕ IUUQ���XXX�MJC-FZF�OFU�IBTIJLBNJ�ʳ
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分
析
協
会
青
森
Ｔ
Ａ
教
室
　

代
表

大
友
茂
氏

■
参
加
料
　

無
料

【
申
・
問
】
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
あ
お

も
り

☎
０
１
７
（
７
３
１
）
１
３
１
１

　

も
う
一
度
、
介
護
の
職
場
で
働

い
て
み
ま
せ
ん
か
。
介
護
職
へ
復

帰
す
る
人
へ
準
備
金
（
最
大
20
万

円
）
を
お
貸
し
し
ま
す
。

　

貸
付
決
定
日
か
ら
１
年
以
内
に

県
内
で
介
護
業
務
に
再
就
職
し
、

２
年
間
働
い
た
場
合
、
返
還
が
全

額
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
施
設
で
介
護
職
員
と
し
て

１
年
以
上
職
務
経
験
が
あ
る
な

ど
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
が

貸
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
貸
付
金
の
使
い
み
ち
の
例

　

子
ど
も
を
預
け
る
た
め
の
費

用
、
研
修
会
受
講
料
や
参
考
図
書

の
購
入
費
な
ど
　
　
　

【
問
】
青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
７
（
７
２
３
）
１
４
６
９

　

更
な
る
連
携
強
化
に
よ
る
圏
域

の
活
性
化
と
、
圏
域
に
お
い
て
連

携
中
枢
都
市
圏
を
形
成
す
る
こ
と

の
意
義
や
必
要
性
に
つ
い
て
理
解

と
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

10
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　

16
時
～
17
時

■
場
所
　

新
郷
村
都
市
農
村
交
流

セ
ン
タ
ー
美
郷
館
（
新
郷
村
大
字

戸
来
字
風
呂
前
10
）

■
演
題
　

「
連
携
中
枢
都
市
圏
構

想
に
つ
い
て
」

■
講
師
　

小
川
康
則
氏
（
総
務
省

自
治
行
政
局
市
町
村
課
長
）

■
参
加
料
　

無
料
（
申
込
不
要
）

【
問
】
八
戸
市
総
合
政
策
部
政
策

推
進
課
☎
（
４
３
）
９
２
４
８

　

青
森
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
八
戸
実
習
場
で
は
、
職
業
訓

練
「
住
宅
建
築
施
工
科
」
の
12
月

期
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

求
職
の
申
し
込
み
を
し
て
い
る

人
○
訓
練
内
容
　

木
造
住
宅
の
施
工

方
法
に
関
す
る
技
術
・
知
識
の

習
得
（
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
構
造
材

施
工
、
内
外
装
施
工
、
測
量
技

術
な
ど
）

○
訓
練
期
間

　

12
月
９
日
～
29
年
６
月
９
日

○
定
員
　

15
人

○
受
講
料

　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
別
途
）

○
申
し
込
み
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

　

10
月
７
日
～
11
月
11
日

■
訓
練
見
学
説
明
会

　

訓
練
の
内
容
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
訓
練
見
学
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

○
日
時
　

①
②
の
ど
ち
ら
か
選
択

　

①
10
月
18
日
10
時
～
12
時

　

②
11
月
１
日
10
時
～
12
時

○
参
加
費
　

無
料

【
申
・
問
】
青
森
職
業
能
力
開
発

促
進
セ
ン
タ
ー
八
戸
実
習
場

　
　
　
　

☎
（
７
３
）
５
５
３
５

　

東
北
電
力
で
は
、
台
風
10
号
の

影
響
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
お
客
様

か
ら
お
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に

電
気
料
金
等
の
特
別
措
置
を
講
ず

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
特
別
措
置
内
容

①
電
気
料
金
の
支
払
期
日
の
延
伸

　

被
災
さ
れ
た
お
客
様
の
８
～
10

月
分
の
電
気
料
金
の
支
払
期
日
を

１
カ
月
延
長
し
ま
す
。

②
不
使
用
月
の
電
気
料
金
の
免
除

　

被
災
さ
れ
た
お
客
様
が
、
被
災

時
か
ら
引
き
続
き
全
く
電
気
を
使

用
し
な
い
場
合
に
は
、
被
災
日
が

属
す
る
月
分
の
次
の
月
分
の
電
気

料
金
か
ら
６
カ
月
間
に
限
り
、
電

気
料
金
（
不
使
用
料
金
）
は
申
し

受
け
ま
せ
ん
。

③
工
事
費
負
担
金
の
免
除

　

被
災
さ
れ
た
お
客
様
が
、
被
災

前
と
同
じ
契
約
内
容
で
29
年
２
月

末
ま
で
に
電
気
の
使
用
を
申
し
込

ま
れ
た
場
合
は
、
工
事
費
負
担
金

は
申
し
受
け
ま
せ
ん
。

■
申
込
窓
口

　

東
北
電
力
八
戸
営
業
所
お
客
さ

ま
提
案
課
（
八
戸
市
大
字
堤
町
11

︱
２
）

■
連
絡
先

東
北
電
力
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎

０
１
２
０
（
１
７
５
）
４
６
６

■
受
付
時
間

○
月
～
金
曜
日
（
休
日
除
く
）

　

９
時
～
20
時

○
土
曜
日
（
休
日
除
く
）

　

９
時
～
17
時

離
職
介
護
人
材
再
就

職
準
備
資
金

ืू
定
住
自
立
圏
の
形
成

に
関
す
る
講
演
会

ืू

住
宅
建
築
施
工
科
受
講
生

お
よ
び
訓
練
見
学
説
明
会

ืू

電
気
料
金
等
の
特
別
措
置

͓஌Βͤ

お知らせ Information 

ʢࠂ޿ʣ ʢࠂ޿ʣ

yuya_ta
四角形
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ʲ͓஀ੜ͓ΊͰͱ͏ʳ
　　　　　　　　　　　　（父の名 ・ 母の名）　　地　区

佐　京　祐
ゆう

　信
しん

（忠　光・友美子）小舟渡

西　山　未
み

　桜
お

（和　良・沙　織）金山沢

若　宮　佳
か

　凜
りん

（崇　義・幸　恵）石　鉢

山　内　望
み

　愛
う

（佑　真・律　子）耳ケ吠東

澤　㞍　隼
はや

　人
と

（信　夫・美保子）石　鉢

安　是　結
ゆ

　茉
ま

（伸　悟・真梨子）石　鉢

引敷林　蓮
れん

　叶
と

（一　貴・加　奈）平　内

ʲ͓չ΍Έਃ্͛͠·͢ʳ

境　　　勝　男（72・荒　谷）

上　平　ト　キ（93・小舟渡）

権　代　幸　一（84・小舟渡）

加　藤　しのぶ（29・横浜町）

内　城　忠　夫（71・　榊　）

ʲલ్Λॕ෱͠·͢ʳ
　　　　　　　（住所又は元の本籍）

山　田　　　心（野場中）
木　村　寧　々（野場中）（

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が発行されます

年末調整・確定申告まで大切に保管を！
○国民年金保険料は、全額が社会保険料控除の対象です。申告できる金額は、その年の1月1日
から12月31日までに納付した保険料が対象です。
○控除を受けるためには、控除証明書などの添付が義務付けられています。『社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書』が日本年金機構から送付されますので、年末調整や確定申告の
際には、必ずこの証明書（または領収証書）を添付してください。

年金だより

　耳ヶ吠東町内会では、財団法人自治総合センターの一般

コミュニティ助成事業を活用して、除雪機・害虫駆除防護

用品を購入しました。

　町内会の除雪作業や害虫の駆除など町

内会の環境整備に役立てられます。

ؒظྉೲ෇ݥຽ೥ۚอࠃ ظআূ໌ॻૹ෇࣌߇
28年1月1日から9月30日までの間に納付した人 28年11月上旬

28年10月1日から12月31日までの間に今年初めて納付
した人 29年2月上旬

※控除証明書についての照会は、控除証明書のハガキに記載されている電話番
号に問い合わせてください。

除雪機と害虫駆除防護用品を整備
ʙๅ͘͡ͷॿ੒ۚΛ׆༻ʙ
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編集後記
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日 月 火 水 木 金 土
16 17 18 19 20 21 22
学習発表会（階小・
舟小）

休館日 燃やせる（中・西）
納税相談
行政・人権・
心配ごと相談
教育相談

缶・びん・ペット
新聞・ダンボール
乳児健診

燃やせる（東） 町音楽発表会（石小） 階上早生新そば
祭り（～ 23日）

23 24 25 26 27 28 29
文化祭（階中・道中）
新体力テスト（町
体）

休館日 燃やせる（中・西）
納税相談
開放日

缶・びん・ペット
雑誌・チラシ・古布

燃やせる（東） 町民文化祭（～ 30
日、ハートフル他）
町文化賞・スポー
ツ賞表彰式（ハー
トフル）

30 31 1 2 3  文化の日 4 5
プール営業最終日 トレーニングルー

ム休館日
燃やせる（中・西）
納税相談

缶・びん・ペット
新聞・ダンボール

翌日収集 燃やせる（東）

6 7 8 9 10 11 12
燃やせない

トレーニングルー
ム休館日

燃やせる（中・西）
納税相談
開放日

缶・びん・ペット
雑誌・チラシ・古布

燃やせる（東）

13 14 15
支部対抗一般バ
レーボール大会

トレーニングルー
ム休館日

燃やせる（中・西）
粗大（東）
納税相談
行政・人権・
心配ごと相談
教育相談

■ご ごみ収集日（中・西：中央、西部地域／東：東部地域／地域名の表示がないのは全地域収集）
■相 行政・人権・心配ごと相談（第3火曜日、ハートフルプラザ、13:00～15:00）※10月18日の行政相談は10:00～15:00
■相 教育相談（第 3火曜日、ハートフルプラザ、13:00 ～ 16:00）
■相 夜間納税相談（毎週火曜日、税務課、17:30 ～ 19:30）
■民 民俗資料収集館開放日（第 2・4火曜日、9:00 ～ 16:00、
　　ボランティアガイドが案内します）
■健 乳幼児健診
■プ プール・トレーニングルーム休館日

11月

10月

CALENDAR行事＆くらしのカレンダー 10/16（日）～11/15（火）

課名・グループ名等 直通電話番号

１
階

税 務 課 賦 課 グ ル ー プ 88-2129
収 納 グ ル ー プ 88-2114

町民生活課 戸籍住民グループ 88-2872
生活環境グループ 88-2119

保健福祉課
健康増進グループ 88-2219・2162
福 祉 グ ル ー プ 88-2641
介 護 グ ル ー プ 88-2115

出 納 室 88-2049
農 業 委 員 会 88-2946

２
階

総 務 課 庶 務 グ ル ー プ 88-2112
行政防災グループ 88-2873

総合政策課 政策推進グループ 88-2113
財 政 グ ル ー プ 88-2874

産業振興課 農林水産グループ 88-2116
商工観光グループ 88-2875

建 設 課 土木建設グループ 88-2118
下水道グループ 88-2120

教 育 課 学校教育グループ 88-2495
社会教育グループ 88-2698・2764

3階 議 会 事 務 局 88-2369

各課直通電話をご利用ください

土・日・祝日および17:00以降のご連絡は㈹88-2111へお願いします。

聞き逃し
たと思っ
たら
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石鉢、蒼前、野場中、角柄折、金山沢
田代、晴山沢、平内、鳥屋部、赤保内
耳ケ吠西

౦෦஍Ҭ
耳ケ吠東、荒谷、大蛇、追越、榊、駅前
道仏、小舟渡

○ごみは、必ずಁ໌ͳାに入れて出してください。
〇ごみは、ऩ

˔

ू
˔

೔
˔

ʹɺࣗ෼ͷॅΜͰ͍Δ஍Ҭͷ͝Έ
　ऩूॴへɺே 8 ࣌·Ͱに出してください。
〇ごみの量や交通事情などにより同じ時間に収集車
　が来るとは限りません。

防災無線電話応答サービス
ὸ��������過去6回分まで確認できます（時報含）
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カレンダーの内容は町ホームページ
にも掲載しています。
　　（トップ＞イベント情報）
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はしかみ広報

咲かせよう学びの花 つなげよう心と心

階上早生PRコーナー

　ʲ໰ʳொຽจԽߦ࣮ࡇҕһձ事຿ہ
ҭάϧʔϓ　☎88-��98ڭҭ՝　ࣾձڭ　　　　

10
月
29
日
（
土
）
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

1߸ंʢࢁख॥؀όεʣ �߸ंʢ඿ख॥؀όεʣ
ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ ᶃ ᶄ ᶅ ᶆ

会場発
（ハートフルプラザ・はしかみ） 8:20 10:20 14:20 16:20 会場発

（ハートフルプラザ・はしかみ） 8:40 10:40 14:20 16:20

大渡バス停 8:25 10:25 14:25 16:25 法師窪バス停 8:45 10:45 14:25 16:25
野場中バス停 8:28 10:28 14:28 16:28 上野正藏氏宅前 8:47 10:47 14:27 16:27
サンクス前 8:30 10:30 14:30 16:30 上沢ハナエ氏宅前 8:48 10:48 14:28 16:28
石鉢保育園前 8:34 10:34 14:34 16:34 石渡窪十字路前 8:49 10:49 14:29 16:29
新田交差点 8:37 10:37 14:37 16:37 石渡口バス停 8:51 10:51 14:31 16:31
金山沢磐金橋 8:41 10:41 14:41 16:41 小舟渡小前 8:54 10:54 14:34 16:34
長久保バス停 8:44 10:44 14:44 16:44 小舟渡漁港入口 8:56 10:56 14:36 16:36
伴蔵バス停 8:46 10:46 14:46 16:46 駅前広場前 9:00 11:00 14:40 16:40
刈又バス停 8:50 10:50 14:50 16:50 漁協前 9:01 11:01 14:41 16:41
田代新田バス停 8:55 10:55 14:55 16:55 坂下商店前 9:03 11:03 14:43 16:43
田代局前バス停 8:57 10:57 14:57 16:57 大蛇バス停 9:05 11:05 14:45 16:45
下田代バス停 9:00 11:00 15:00 17:00 アスナ公園前 9:10 11:10 14:50 16:50
西光寺前バス停 9:02 11:02 15:02 17:02 横道文男氏宅前 9:12 11:12 14:52 16:52
登切バス停 9:05 11:05 15:05 17:05 松森口 9:15 11:15 14:55 16:55
平内バス停 9:07 11:07 15:07 17:07 会場着

（ハートフルプラザ・はしかみ） 9:20 11:20 15:00 17:00
登山口バス停 9:10 11:10 15:10 17:10
東鳥屋部バス停 9:12 11:12 15:12 17:12

　　
下平バス停 9:14 11:14 15:14 17:14
野沢バス停 9:16 11:16 15:16 17:16
会場着
（ハートフルプラザ・はしかみ） 9:20 11:20 15:20 17:20

階上町民文化祭
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